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現
在
水
道
を
利
用
し
て
い
る
人
々
は
、
全
国

で
１
億
２
４
５
７
万
人
で
、
総
人
口
の
97
・

４
％
に
当
り
ま
す(

平
成
19
年
度
厚
生
労
働
省
調

べ)

。
本
市
で
は
、
上
水
道
と
簡
易
水
道
を
合
わ

せ
て
約
６
万
７
千
人(

市
の
人
口
の
約
88
％)

の

か
た
が
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

地
球
に
は
、
お
よ
そ
14
億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
水
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
の
約
97
・
５
％
は
海
水
で
、
淡
水(

真
水)

は
２
・
５
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ

の
淡
水
の
約
70
％
は
南
極
や
北
極
の
氷
で
、
川

の
水
や
湖
な
ど
私
た
ち
が
生
活
に
利
用
出
来
る

の
は
、
地
球
上
の
水
の
わ
ず
か
０
・
01
％
で
す
。

幾
ら
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
水
で
す
が
、

限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
な
の
で
す
。

水
が
ご
家
庭
に
届
く
ま
で

市
の
水
道
は
米
代
川
か
ら
の
取
水
が
８
割
以

上
を
占
め
ま
す
。
米
代
川
で
取
水
し
た
水
は
各

浄
水
場
へ
送
ら
れ
ま
す
。
浄
水
場
で
は
、
チ
リ

や
ゴ
ミ
な
ど
を
分
離
し
、
滅
菌
消
毒
さ
れ
て
安

全
で
お
い
し
い
水
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
水
は
、
各
配
水
池
に
送
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
と
送
ら
れ

ま
す(

下
の
図
参
照)

。

浄
水
場
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

山
館
浄
水
場
で
は
、
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
団
体
を
対
象
に
、
施
設
見
学
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

直
接
山
館
浄
水
場
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
と
お
申
し
込
み

山
館
浄
水
場
　
1
49
―
６
６
６
９

中山取水場 

各家庭に安全な水が届けられます 

米　代　川米　代　川  米　代　川  

獅子ケ森 
配水池 

二ツ山 
配水池 

長根山 
浄水場 

矢　立 
浄水場 

長根山No.1 
配水池 

山館配水池 

山館浄水場 中山川原浄水場 

長木川 
伏流水 

矢　立 
地下水 

浄水池 

浄水池 
浄水池 

長根山No.2 
配水池 

陣場 
湧水 

本道端取水場 

川

口

配
水
池

軽
井
沢

配
水
池

白

沢

配
水
池

矢

立

配
水
池

川

口

ポ
ン
プ
場

前

田

ポ
ン
プ
場

長

森

配
水
池

商
人
留

ポ
ン
プ
場

小
茂
内

ポ
ン
プ
場

堤

原

配
水
池

八
木
橋

配
水
池

達
子
森

配
水
池

横

沢

配
水
池

新

館

ポ
ン
プ
場

堤

原

ポ
ン
プ
場
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お
問
い
合
わ
せ
は 

水
道
課 

1
43
―
７
０
９
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水
は
、
自
然
が
も
た
ら
し
て
く
れ

る
掛
け
替
え
の
な
い
資
源
で
す
。
私

た
ち
の
命
を
支
え
て
く
れ
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
農
業
や
林
業
、
工
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
も
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

も
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
守
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
水
道

週
間
を
機
会
に
、
大
切
な
水
の
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。




